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雪でした。
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社会福祉法人栄光会

新年のごあいさつ

施設長　福留久美

現在入所児童数３３／定員４９　　　　　　　　　　　　　　題字：西 久子初代園長（若草園創立 1957[S32].7.1）

　大寒が過ぎ、冷え込みがひときわ厳しくなって参りました。新年を迎え皆様にお

かれましては、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。昨年中は、若草園を

支える会々員の皆様をはじめ関係者の方々には、たくさんの御支援、ご厚情を賜り

ましたことを深く感謝申し上げます。

　子ども達は寒さに負けず、学校や園での生活を元気よく励んでおります。今のと

ころインフルエンザも流行っておらず、ミニバスジュニアクラブ、下田陸上クラブ、

一條太鼓、学校の部活動等にと熱心に練習を重ねております。

　さて、日本キリスト教児童福祉連盟主催の平成２７年度高校生トロント研修の報

告が取りまとめられ、先日報告会がありました。全国から集まった高校生たちが「子

どもの権利」について、深く考えるいい機会になりました。カナダの権利擁護シス

テムの丁寧さを目の当たりにして、日本との違いを痛感したようです。カナダでは「権

利」のことを「正義」と言います。日本で言う「権利」は権力・権威等から結びつ

いたと考えられており、私たちの受け止め方もずいぶん違うように思われます。子

ども達は貴重な経験をさせて頂きました。

　平成２６～２７年度は児童養護施設にとっては変革の年でありました。戦後変わ

らなかった児童福祉法が改訂され、職員配置基準が５.５対１から４対１に見直され、

小規模化・家庭的養育へと支援の充実を図るため、制度や予算組等も様々に流動的

な動きとなってきております。追従して行くのにも苦慮しているところであります。

　２０１６年が皆様方にとりましても、心身ともに、明るく健康な１年であります

ようお祈り申し上げます。

 育児相談窓口
児童家庭支援センター

わかくさ
でんわ (0880)

33-0258
24 時間

365 日無料
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で
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。

　

今
年
の
小
中
学
生
の
冬
休
み
は
13
日
間
あ
り
ま
し
た
。
若

草
園
に
は
現
在
33
人
の
子
ど
も
が
共
に
暮
ら
し
て
お
り
、
夏

冬
の
長
期
休
み
に
は
子
ど
も
達
の
身
寄
り
の
方
々
に
お
願
い

し
て
帰
省
で
き
る
よ
う
に
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
帰
省
し
た
子
ど
も
は
22
人
で
、
若
草
園
の
フ
ァ
ミ

リ
ー
ル
ー
ム
で
家
族
と
す
ご
し
た
子
ど
も
が
２
人
。
冬
休
み

の
間
ず
っ
と
若
草
園
に
残
っ
た
子
ど
も
は
９
人
で
し
た
。

　

子
ど
も
達
が
帰
省
す
る
先
は
、
母
宅
、
祖
父
母
宅
、
お
じ

お
ば
宅
、
成
人
し
た
姉
家
族
宅
な
ど
で
す
。
帰
省
し
た
期
間

は
１
泊
２
日
が
１
人
、
２
泊
３
日
が
５
人
、
３
泊
４
日
が
２

人
、
そ
れ
以
上
が
14
人
で
し
た
。

　

若
草
園
に
入
所
す
る
理
由
に
は
そ
れ
ぞ
れ
違
い
が
あ
り
ま

す
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若
草
園
と
い
う
環
境
の
中
で
同
じ
よ
う
に
生
活
を
し
て

い
る
よ
う
で
も
、
子
ど
も
達
が
抱
え
る
家
族
関
係
は
ま
ち
ま

ち
で
、
お
正
月
の
帰
省
を
見
て
も
そ
れ
が
一
目
瞭
然
で
す
。
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ク
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し
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冬
休
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を
迎

え
る
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で
す
が
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子
ど
も
達
は
年
末
年
始
を
通
し
て
自
分
の

現
実
に
ふ
た
た
び
向
か
い
合
わ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
昨
年
か
ら
は
「
高
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共
同
募
金
会
・
Ｎ
Ｈ

Ｋ
歳
末
助
け
合
い
」
の
支
援
に
よ
り
、
子
ど
も
達
全
員
が
各

ホ
ー
ム
単
位
で
新
年
お
食
事
会
を
持
た
せ
て
い
た
だ
く
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
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た
今
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か
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は
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達
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し
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っ
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こ
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２
つ
の
ご
支
援
は
、
若
草
園
の
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ど
も

達
に
と
っ
て
大
変
あ
り
が
た
い
事
で
す
。
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２
０
１
５
年
７
月
23
日
～
８
月
２
日
、
日
本
キ

リ
ス
ト
教
児
童
福
祉
連
盟
主
催
の
高
校
生
ト
ロ

ン
ト
交
流
会
が
行
わ
れ
、
若
草
園
か
ら
も
２
名
の

高
校
生
が
参
加
し
ま
し
た
（
全
体
で
は
子
ど
も
11

名
、
職
員
６
名
）
。
成
田
や
羽
田
か
ら
ト
ロ
ン
ト
・

ピ
ア
ソ
ン
国
際
空
港
へ
は
直
行
便
で
12
～
13
時
間

で
す
。
時
差
が
14
時
間
あ
り
ま
す
の
で
（
カ
ナ
ダ

に
は
サ
マ
ー
タ
イ
ム
が
あ
り
、
こ
の
時
季
は
13
時

間
）
、
行
く
時
は
１
～
２
時
間
過
去
へ
旅
を
す
る

事
に
な
り
、
帰
る
時
は
一
気
に
１
日
後
へ
ワ
ー
プ

す
る
感
じ
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
旅
の
目
的
の
中
心
は
ト
ロ
ン
ト
に
あ

る
「
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
・
オ
フ
ィ
ス
」
に
て
研
修
を

行
う
事
に
あ
り
ま
し
た
。
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
と
は
最

近
よ
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
外
来
語
で
す
が

「
権
利
擁
護
の
主
張
」
と
い
う
意
味
で
す
。

　

カ
ナ
ダ
で
は
「
子
ど
も
の
権
利
擁
護
」
の
取
り

組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
の
で
、
参
加
し
た
高
校
生

は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
か
ら
は
じ
ま
っ
て
密
度
の
濃
い

国
際
交
流
が
で
き
ま
し
た
。

12.25 クリスマス礼拝・祝会

若草園は草創期に CCF（米国クリスチャ

ン・チャイルド・ファンド）の支援を受け

ていた関係で、伝統的にクリスマ

スを盛大にお祝いしています。

サンタさんのプレゼント

ちいさい子ども達はまだサンタク

ロースの存在を信じています。

ベビーおさんぽ・おやつ

ベビールームでサニーマートにあ

る焼きたてのたいやきを食べにお

出かけしました。

12.5 なかよし発表会

若草園の幼児は中村幼稚園に通って

います。いまどきの発表会らしく演

劇では浦島太郎も亀も乙姫様も４人

ずつ居ました。

11.15 音楽参観日

新築された下田小学校体育館にて

音楽祭で演奏した曲などを披露し

ました。

12.13 ボーイスカウト活動

若草園で組織するボーイスカウト高

知県連盟中村第１団カブスカウト隊

が社会貢献活動として赤い羽根共同

募金をサニーマートで行いました。

11.15 七五三の祈願

ベビールームの幼児の成長を願って

七五三参りしました。

ナイアガラの滝の観光

展望レストランにて

日本からのおみやげは折り鶴とお

箸、もはや定番ですね。

最終日の昼食。シャツがいいね!↑

↓権利擁護の研修

ホストファミリーと教会へ↑

↓トロントの市街地

カナダ初日はデイキャンプ↑

↓研修でのサプライズ

若
草
園
の
お
正
月



　

12
月
17
日
に
若
草
園
の
子
ど
も
達
が
回
転
寿
司
の
ご
招
待
を
受
け

て
、
う
れ
し
い
外
食
を
楽
し
み
ま
し
た
。
高
知
新
聞
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー

ス
や
高
知
放
送
の
夕
方
の
ニ
ュ
ー
ス
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　【
ニ
ュ
ー
ス
記
事
】　
　

回
転
寿
司

チ
ェ
ー
ン
「
寿
し
一
貫
」
を
運
営
す
る

「
サ
ニ
ー
フ
ー
ヅ
」
で
は
、
一
足
早
い

ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
お
寿

司
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
児
童
福
祉

施
設
の
子
ど
も
た
ち
を
招
待
し
た
。
16

日
、
高
知
市
の
高
知
聖
園
天
使
園
の
子

ど
も
約
50
人
が
寿
司
一
貫
あ
ぞ
う
の
店

を
訪
れ
、
サ
ー
モ
ン
や
玉
子
、
脂
の

乗
っ
た
大
ト
ロ
な
ど
を
お
腹
い
っ
ぱ
い

食
べ
た
。「
サ
ニ
ー
フ
ー
ヅ
」で
は
17
日
、

四
万
十
市
で
も
子
ど
も
た
ち
に
お
寿
司

を
振
る
舞
う
。

編
集
後
記　
　?

　

聖
書
の
中
で
キ
リ
ス
ト
の
弟
子
た
ち
が
誰
が
一
番
弟
子
か
と
議
論
し
た
時
に
、
イ
エ

ス
は
一
人
の
子
ど
も
の
手
を
取
り
「
最
も
小
さ
い
者
こ
そ
、
最
も
偉
い
者
で
あ
る
」
と

言
わ
れ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
福
祉
の
原
点
と
も
言
え
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
▼
カ
ナ
ダ

で
は
１
９
８
０
年
代
初
頭
、
児
童
虐
待
が
深
刻
化
し
た
。
そ
の
た
め
89
年
の
国
連
「
子

ど
も
の
権
利
条
約
」
採
択
に
先
行
し
て
、
子
ど
も
を
公
的
に
守
る
権
利
擁
護
シ
ス
テ
ム

が
84
年
に
整
備
さ
れ
た
。
そ
の
代
表
的
な
機
関
の
一
つ
が
、
記
事
に
あ
る
ア
ド
ボ
カ

シ
ー
・
オ
フ
ィ
ス
だ
。
▼
ト
ロ
ン
ト
は
日
常
生
活
の
中
で
も
、
世
界
で
最
も
多
く
の
民

族
が
共
存
す
る
都
市
で
、
人
権
問
題
で
も
先
駆
的
な
取
り
組
み
の
あ
る
国
際
都
市
で
あ

る
。
今
一
度
「
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
」
に
つ
い
て
、
カ
ナ
ダ
の
子
ど
も
家
庭
サ
ー
ビ
ス
法
を

引
用
し
て
説
明
す
る
と
、
「
①
自
分
の
た
め
に
発
言
す
る
権
限
を
与
え
る
こ
と
、
②
子

ど
も
・
青
少
年
に
代
わ
っ
て
仲
裁
す
る
こ
と
。
納
得
で
き
る
説
明
で
意
志
決
定
が
出
来

る
よ
う
に
、
受
け
る
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
肢
を
提
供
す
る
こ
と
」
だ
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

▼
ピ
ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス
と
言
わ
れ
る
が
、
日
本
の
憂
慮
す
べ
き
児
童
虐
待
の
現
状
は
、

今
、
整
え
ら
れ
た
制
度
を
策
定
す
る
産
み
の
苦
し
み
の
時
代
か
も
知
れ
な
い
。
（
せ
と
）

成 人 式 と 若 草 園

　若草園は児童福祉法によって原則として18歳（通常高校卒業）まで、子どもをお預かりしてい

ます。若草園では子ども達が卒園後二
は た ち

十歳の誕生日まではプレゼントを贈るようにしています。

今年の成人式で若草園を離れて大人の仲間入りを迎える卒園児は３名です。

　いま児童福祉のあり方が色々な角度で検討されている中で、児童養護施設の措置年齢を20歳までに

引き上げる検討もなされています。しかし、現在でも措置延長の制度を利用して20歳までは延長でき

ますし、18歳成人の流れもあり、この議論は微妙なところです。

　日本全体で今年成人を迎えたのは１２１万人との事です。児童福祉法の改正の話題にちなんで下に

成人の数を幡多児童相談所管内市町村別に掲載してみました。

　２０１６年１月１日推計の日本国内総人口は１億２６８２万人で、前年と比べて２０万人減少しまし

た。これには外国人も含まれていますので日本人人口で見れば１億２５２５万９千人で、２６万９千

人減少。単純計算では外国人が６万９千人増加した事になります。また６５歳以上人口は３４０３万

人で、こちらは前年比８０万人の増加。肝心の児童（20歳未満）の人口は２２０４万人で、前年比

１７万人の減少です。新成人１２１万人は人口の０.９５％となり、

２０１０年以来１％を割り込んでいます。前年比１万人減でした。

　その昔、「子宝に恵まれる」と言う表現がありましたが、２１世紀

では子どもは貴重な存在です。

回

転

寿

司

の

ご

招

待

平成２８年成人式開催予定一覧表

四万十市
（中村地域）

四万十市
（西土佐地域）

宿毛市 土佐清水市四万十町 黒潮町 大月町 三原村 管内 高知市 県全体 国内

男 117 6 109 61 48 65 23 5 434 1,699 3,444 62万人

女 130 9 102 38 70 54 24 6 433 1,627 3,217 59万人

計 247 15 211 99 118 119 47 11 867 3,326 6,661 121万人

1/3（日） 1/3（日） 1/3（日） 1/3（日） 1/2（土） 1/3（日） 1/3（日） 1/2（土） 1/10（日） 1/11（月）


